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研究計画内容 2014 年 4 月 1 日より、消費税率が 5％から 8％へあがった。これは 1997

年に 3％から 5％への増税以来、17 年ぶり 2 回目の増税であり、大きなニュ

ースとなった。これにより人々の暮らしは少しずつ影響を受けている。我々

はこの増税に対し、何故税率があがったのか、あがった分の税金がどのよう

に使われるのか、また増税により社会や国民にどのような影響がでているの

かなどの疑問を持ち、今回の研究テーマに至った。また、今回の研究を通し

て 2015 年 10 月に実施されるとされている 10％への更なる増税について、

その是非を考察する。 

研究の流れとしては、以下のとおりである。 

まず、消費税増税について調査するにあたり、国民が普段収めている税金

とはなにか、どういう目的で集められているのかについて明確にする。そし

て、今回の 8％への増税は何故実施されたのか、財政赤字、少子高齢化とい

った我が国の現状や問題と共に明らかにし、集められた税金の行方について

紹介する。そこから、過去、そして現状の増税の影響について様々な視点か

らのデータを見ながら、今後の影響、増税は正しかったのか、10％への増税

を控え今後どうすべきかについて考え、私たちなりの答えを導き出していく。 

日常生活の買い物の中で何気なく収めてられている消費税だが、今回の研

究発表を通して消費税増税の目的、またそこから見えてくる我が国の問題に

ついて知ってもらい、皆さんにも増税と我が国の将来について考えてもらえ

るようにしたい。 

 


